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景観評価事業概要



完 成 後 の 堰 上 流 左 岸 か ら の 眺 望

景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 近畿地方整備局

試 行 事 業 名 九頭竜川鳴鹿大堰

事 業 区 分 ダム事業

実 施 箇 所 左岸：福井県吉田郡永平寺町

右岸：福井県坂井郡丸岡町

事 業 の 段 階 事業完了後

事業概要 鳴 鹿 大 堰 は 、 九 頭 竜 川 の 中 流 部 に 建 設 さ れ 、 洪 水 を

安 全 に 流 下 さ せ る 河 道 を 確 保 す る こ と や 、 農 業 用 水

・ 水 道 用 水 を 安 定 し て 取 水 す る と と も に 、 流 水 の 正

常 な 機 能 の 維 持 を 目 的 と し て 、 平 成 １ ５ 年 度 に 完 成

しました。

鳴 鹿 大 堰 の 景 観 設 計 は 、 平 成 ４ 年 度 に ゲ ー ト 式 検 討

委 員 会 で の 検 討 を 踏 ま え 「 鳴 鹿 伝 説 の 鹿 「 鳴 鹿 の、 」

舟橋 、自然環境など歴史・風土を生かしたコンセプ」

ト と し ま し た 。 さ ら に 、 堰 柱 上 部 に 操 作 室 を 設 け な

い 構 造 を 採 用 す る な ど 、 新 技 術 を 積 極 的 に 活 用 し 、

他の例には見られない先進的な取組を行いました。

H16年度末までの H14年度 鳴鹿大堰ゲート型式検討委員会を開催

景観評価試行状況 H16.11 景観整備方針の取りまとめ

H16.12～ H17.1 アンケートの実施・取りまとめ

H17.2 景観アドバイザー意見聴取

位 置 図 ・ 状 況 写 真 等
完 成 後 の 鳴 鹿 大 堰 付 近 の 眺 望



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 近畿地方整備局

試 行 事 業 名 六甲山系直轄砂防事業

（都市山麓グリーンベルト整備事業）

事 業 区 分 砂防事業等

実 施 箇 所 兵庫県神戸市、芦屋市、西宮市

事 業 の 段 階 施工段階

、 （ ）事業概要 六甲山麓部において 防災樹林帯 グリーンベルト

を 守 り 育 て 、 土 砂 災 害 に 対 す る 安 全 性 を 高 め る も の

で す が 、 市 街 地 と 山 地 が 密 着 し て 立 地 し 、 ま た 、 登

山 や レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 等 が 樹 林 の 中 に 立 地 し て

い る 等 、 自 然 と 人 の 活 動 が 調 和 し た 景 観 を 形 成 し て

い ま す 。 自 然 環 境 の 保 全 ・ 創 出 と 調 和 し た 砂 防 事 業

を 進 め る 中 で 、 景 観 整 備 の あ り 方 に つ い て 検 討 し て

います。

H16年度末までの 平成１６年度 景観整備方針策定に向け検討

景観評価試行状況

位置図・状況写真等



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 近畿地方整備局

試 行 事 業 名 大阪湾岸道路西伸部（六甲アイランド～駒ヶ林南）

事 業 区 分 道路事業

実 施 箇 所 兵庫県神戸市東灘区向洋町東（六甲アイランド）

～同市長田区駒ヶ林南町（駒ヶ林南）

事 業 の 段 階 構想段階～計画段階

事業概要 阪 神 地 域 の 既 成 市 街 地 に お け る 渋 滞 や 沿 道 環 境 を 改

善 し 、 地 域 の 活 性 化 を は か る た め に 計 画 さ れ た 自 動

車 専 用 道 路 で す 。 日 本 有 数 の 国 際 貿 易 港 で あ る 神 戸

港 を 大 規 模 な 橋 梁 で 通 過 す る た め 、 周 辺 の 景 観 と 調

和 さ せ る 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 Ｐ Ｉ プ ロ セ ス を 導

入 し て 計 画 の 必 要 性 等 を 検 討 し た 大 阪 湾 岸 道 路 有 識

者 委 員 会 か ら も 景 観 に 関 す る 提 言 を 頂 い て い ま す 。

こ れ ら を 踏 ま え 、 景 観 形 成 に あ た っ て 配 慮 す べ き 事

項を検討しています。

H16年度末までの （ H17.1 大阪湾岸道路有識者委員会提言）

景観評価試行状況 景観形成にあたって配慮すべき事項の検討に着手

位置図・状況写真等

六 甲 ｱ ｲ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞよ り 西 側

（ ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ） を 望 む

ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 状 況

（道路・市街地景観）



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 近畿地方整備局

試 行 事 業 名 大阪港北港南～南港地区道路（トンネル換気所）

【通称：夢洲トンネル】

事 業 区 分 港湾整備事業

実 施 箇 所 大阪府大阪市

事 業 の 段 階 施工段階

事業概要 大 阪 港 の 夢 洲 （ ゆ め し ま ） と 咲 洲 （ さ き し ま ） を 結

ぶ 全 長 約 ２ ． １ ｋ ｍ の 道 路 ・ 鉄 道 併 設 の 海 底 ト ン ネ

ル 設 置 に 伴 う 換 気 所 整 備 事 業 で す 。 換 気 所 の 景 観 に

対 し て の 基 本 的 な 考 え 方 と し て 、 建 築 物 等 の 大 き さ

や 形 態 、 色 彩 等 は 換 気 所 周 辺 に お け る 水 辺 の 景 観 を

構 成 す る 重 要 な 要 素 で あ る こ と か ら 、 水 辺 に 映 え る

デ ザ イ ン を 工 夫 す る と 共 に 、 換 気 所 を 望 む 多 方 面 か

ら の 視 点 場 に 調 和 し た 景 観 の 形 成 に 配 慮 し て 景 観 整

備のあり方について検討しています。

H16年度末までの H13年度 市民ワークショップ

大阪港の に向けた空間づくりの基本方針のとりまとめ景観評価試行状況 H15.3 ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ

H15.4 換気塔デザインの考え方のとりまとめ

H16年度 景観整備方針策定に向け検討

位置図・状況写真等

ト ラ ン ス ポ ー ト シ ス テ ム

軌道より計画地を望むWTC展 望室 より計画 地を望 む



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 中国地方整備局

試 行 事 業 名 斐伊川改修事業（斐伊川放水路関連事業）

事 業 区 分 河川事業

実 施 箇 所 島根県出雲市

事 業 の 段 階 施工段階

事業概要 斐 伊 川 放 水 路 事 業 は 、 中 国 地 方 整 備 局 で 最 も 大 規

模 な 治 水 事 業 で あ り 、 大 規 模 な 築 堤 ・ 掘 削 や 堰 、 橋

梁 等 、 多 数 の 構 造 物 が 建 設 さ れ る た め 、 周 辺 環 境 へ

与 え る イ ン パ ク ト も 大 き く 、 施 工 に あ た っ て は 景 観

へも十分な配慮が必要である。

今 後 任 命 予 定 の 景 観 ア ド バ イ ザ ー と 協 議 す る た め の 景H16年度末までの

観 に 配 慮 す べ き 事 項 、 景 観 整 備 方 針 に つ い て 整 理 （ 継景観評価試行状況

続中 ）

位置図・状況写真等



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 中国地方整備局

試 行 事 業 名 皆生海岸直轄海岸保全施設整備事業

事 業 区 分 海岸事業

実 施 箇 所 鳥取県米子市

事 業 の 段 階 施工段階

皆 生 海 岸 は 離 岸 堤 に よ る ト ン ボ ロ が 形 成 さ れ 、 海 水 浴事業概要

客 を は じ め 、 隣 接 す る 山 陰 を 代 表 す る 皆 生 温 泉 の 観 光

客等、多 くの人に利用されている。

こ れ ま で は 、 海 岸 侵 食 防 止 の た め 、 水 面 に 突 出 し た 離

岸堤が設置されてきた 。今後は、この老朽化した離岸堤

の 改 築 に あ た り 、 常 時 水 面 下 に 位 置 す る 人 工 リ ー フ を

設 置 す る こ と と し て お り 、 よ り 良 い 景 観 の 創 出 が 図 ら れ

る。

今 後 任 命 予 定 の 景 観 ア ド バ イ ザ ー と 協 議 す る た め の 景H16年度末までの

観 に 配 慮 す べ き 事 項 、 景 観 整 備 方 針 に つ い て 整 理 （ 継景観評価試行状況

続中 ）

位置図・状況写真等

位 置 図



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 中国地方整備局

試 行 事 業 名 松江道路

事 業 区 分 道路事業

実 施 箇 所 島根県松江市～島根県松江市宍道町

事 業 の 段 階 施工段階

松 江 道 路 沿 線 は 「 ふ る さ と 島 根 の 景 観 づ く り 条 例 」 に事業概要

基 づ き 定 め ら れ た 「 宍 道 湖 景 観 形 成 計 画 」 に お い て 湖 水

面 と 湖 辺 を 一 体 的 に と ら え た 景 観 形 成 に 努 め る 地 域 で あ

る。

ま た 、 国 際 文 化 観 光 都 市 の 県 都 松 江 は 湖 畔 に 位 置 す る 市

街 地 で あ り 、 観 光 地 と し て 、 湖 と 一 体 と な っ た 特 徴 あ る

景 観 形 成 を 図 る た め 、 デ ザ イ ン 、 色 彩 に 配 慮 し な が ら 、

地 域 性 を 活 か し た 景 観 形 成 を 進 め 快 適 で 潤 い の あ る 都 市

景観、生活環境の形成を進めている。

以上のことから今回 松江道路を景観評価試行事業 施、 （

工 段 階 ） と し て 実 施 す る こ と で 宍 道 湖 の 豊 か な 自 然 や 景

観 に 対 す る 調 和 を 図 る と と も に 地 域 住 民 、 来 訪 者 か ら 長

く愛される道路景観整備を図るものである。

H16年度末までの H16.10 整備内容の検討

景観評価試行状況 H17. 1 NPOによるプレ評価

H17. 3 一般市民へのパブリックコメント

位置図・状況写真等

松江道路



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 中国地方整備局

試 行 事 業 名 呉港阿賀地区道路（１号線）整備事業

事 業 区 分 港湾整備事業

実 施 箇 所 広島県呉市

事 業 の 段 階 施工段階

呉港阿賀地区道路（１号線）は、複合一貫輸送ターミナル事業概要

を整備中の阿賀マリノポリス地区と背後都市圏とを結ぶアク

セス道路として計画された、海上橋梁部を有する臨港道路で

ある。

本臨港道路周辺は、内海の穏やかな海や、遠くに望む島な

み・山なみが見られるため、これら瀬戸内特有の景観と調和

し、今後発展していく呉港阿賀地区にふさわしい景観形成を

図る必要がある。

H16.12 第１回「景観検討会」開催H16年度末までの

H17.2 第２回「景観検討会」開催景観評価試行状況

H17.3 第３回「景観検討会」開催

マリノ大橋（仮称）イメージ図



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 四国地方整備局

試 行 事 業 名 吉野川改修事業（滝谷川樋門新設）

事 業 区 分 河川事業

実 施 箇 所 徳島県三好郡三野町

事 業 の 段 階 設計段階

排水樋門を新設する事業である。事業概要

当該箇所は、吉野川の上流に位置し、雄大な吉野川、連続

する竹林に加え、背後には険しい四国山地を望むことができ

る。また、周辺には歴史・文化施設も存在する。このような

すぐれた自然景観の中で、人工構造物である樋門を新設する

ため、景観への配慮が必要となる。

H16年度末までの H16.3 計画準備

景観評価試行状況 H17.3 景観配慮事項等事前調査

（地元・町との調整）

位置図・状況写真等

施 設 周 辺 の 状 況 雄大な吉野川の流れ

（ ）吉野川＆竹林



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 四国地方整備局

試 行 事 業 名 四万十川河川環境整備事業（四万十川自然再生）

事 業 区 分 河川事業

実 施 箇 所 高知県四万十市

事 業 の 段 階 施工段階

最後の清流といわれる四万十川において、失われつつある事業概要

自然の再生・復活、人との調和を図る事業である。

当該事業は、河床砂利の採取が行われる前の原風景（昭和

３０年代の河原）再生及び生物生息環境の保全等を目指して

、 、おり 豊かな水産資源に加え自然景観を再生することにより

流域の財産である貴重な観光資源の保全にも繋がる。

H16年度末までの H16. 4 計画準備

景観評価試行状況 H16.12 景観配慮事項等事前調査

H17. 1 流域住民、高校生へのアンケート

位置図・状況写真等

周辺の状況

（ツルの渡来昭和 年代）50

事 業 箇 所 周 辺 の 状 況

（ ）四万十川



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 四国地方整備局

試 行 事 業 名 松山港海岸（和気地区）整備事業

事 業 区 分 海岸事業

実 施 箇 所 愛媛県松山市

事 業 の 段 階 施工段階

高潮対策を目的に、海岸堤防改良、養浜等を実施する事業事業概要

である。

当該地域は、自然豊かな白砂青松の浜辺が現存し、周辺住

民の憩いの場であるとともに、マリンスポーツ等の活動の場

でもある。整備にあたっては、前面海域の多島美と背後の現

存する松林や近傍の山々などの自然景観に調和したものとす

る必要がある。

H16年度末までの H14 景観検討委員会

景観評価試行状況 H15 施工着手

H17. 3 一部区域完成

位置図・状況写真等

人の利用が多い海岸

事 業 実 施 箇 所 の 状 況 （ウインドサーフィン）

（ 【 】）松山港海岸 和気地区



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 四国地方整備局

試 行 事 業 名 松山外環状道路事業

事 業 区 分 道路事業

実 施 箇 所 愛媛県松山市

事 業 の 段 階 構想段階及び設計段階

港湾、空港、ＩＣを連絡して、市内の渋滞を緩和するとと事業概要

もに、広域交流を促進して地域活性化に大きく寄与する全長

約２０ｋｍの道路である。

本路線は、松山市の骨格をなす道路であり、市街地を通過

する道路である。よって本路線は、現況の都市景観に大きな

影響を与えるとともに、松山市の都市景観を形成する上で重

要な事業であると判断したため、景観検討が必要である。

H16年度末までの H16. 6 景観整備の考え方整理

景観評価試行状況 H16.10 景観整備 ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ概略検討（現状把握）

H17. 2 景観整備 ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ基本的考え方

位置図・状況写真等

河 川 景 観 松山市整備拠点

（ 重 信 川 ） （松山中央公園沿い）



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 九州地方整備局

試 行 事 業 名 肝属川改修事業（下谷川地区）

事 業 区 分 河川事業

実 施 箇 所 鹿児島県鹿屋市

事 業 の 段 階 構想段階

肝属川水系下谷川は、鹿屋市街部を流れる掘込河道である事業概要

、 、 。が 流下能力は低く たびたび外水氾濫の危機に瀕している

一方、周辺には河川に面した公園等があることから散策な

ど の 河 川 利 用 が 盛 ん で あ る こ と や 水 辺 プ ラ ザ 事 業 実 施 に よ

り、市民の景観に対する意識は非常に高くなっている。

そこで支川下谷川について、河川利用や河川環境に配慮し

た河川改修を行い、治水安全度の向上とともに周辺の公園等

と連携を取り、街づくりの一環として良好な景観を有する河

川空間を鹿屋市街部に創出するものである。

H16年度末までの H16.11 景観アドバイザー委嘱

景観評価試行状況 H17. 2 住民からの意見聴取

H17. 3 景観アドバイザーからの意見聴取

景観整備方針策定中

位置図・状況写真等

肝 属 川

下
谷

川

下谷川の現在の状況

整備断面イメ－ジ

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ護岸

根固ﾌﾞﾛｯｸの既設
整備により、人工的
な印象が強い。
地域住民にとって
治水安全度向上に
加え、景観性の向上
に期待がかかる！



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 九州地方整備局

試 行 事 業 名 立野ダム建設事業

事 業 区 分 ダム事業

実 施 箇 所 熊本県菊池郡大津町、阿蘇郡南阿蘇村

事 業 の 段 階 施工段階

白川は、阿蘇五岳の１つ根子岳を源流とし、途中で黒川と事業概要

合流して熊本市街部を貫流し有明海へ注いでいる１級河川で

あり、立野ダムは白川沿川の洪水被害を防ぐことのみを目的

とした自然調節方式の治水専用ダムである。

立 野 ダ ム は 「 阿 蘇 く じ ゅ う 国 立 公 園 」 内 に 建 設 さ れ る ダ、

ムで、周辺には国の天然記念物にも指定されている「阿蘇北

向谷原始林」を始めとした、良好な自然環境が残っている。

また、観光地として有名な阿蘇への主要道路と隣接している

とともに、観光列車（トロッコ列車）からの主要な眺望点と

なることなど、周辺自然環境に配慮し優れた景観を有する事

業とする必要がある。

H16年度末までの

景観評価試行状況 H17. 3 景観アドバイザーの委嘱検討中

位置図・状況写真等

立野ダム

   完成イメージ図



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 九州地方整備局

試 行 事 業 名 別府港海岸保全施設整備事業（餅ヶ浜地区）

事 業 区 分 海岸事業

実 施 箇 所 大分県別府市

事 業 の 段 階 施工段階

別府港海岸は、護岸などの老朽化がみられる他、台風等に事業概要

よ る 異 常 時 の 防 護 機 能 も 現 在 の 基 準 に 照 ら し て 不 足 し て お

り、越波や高潮による被害が懸念されていることから、十分

な防災機能を有し、かつ背後のまちづくりと一体となった良

質で多面的な機能を持った海岸保全施設の整備を直轄事業で

実施するものである。

対象地区は、その周囲に優れた自然景観を持ち、背後には

国際観光温泉文化都市別府を擁する、古くから人々と密接な

関係にある海岸で、防災のみならず地域的・社会的ニーズに

対応した良好な景観の形成に配慮する必要がある。

～ H15 住民等からの意見聴取H16年度末までの

H16.11 景観アドバイザー委嘱景観評価試行状況

H16.12 景観形成にあたり配慮すべき事項の取りまとめ

H17. 2 景観アドバイザー意見聴取

H17. 3 景観整備方針を策定

位置図・状況写真等

▼イメージパース

▲実施計画鳥瞰図

別府港海岸



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 九州地方整備局

試 行 事 業 名 住吉道路事業（一般国道 10号）

事 業 区 分 道路事業

実 施 箇 所 宮崎県宮崎郡佐土原町～宮崎県宮崎市

事 業 の 段 階 構想段階

一般国道 10号・住吉道路は、延長約６㎞にわたる地域高規事業概要

（ ） 、 、格道路 宮崎環状線 の候補路線であり 路線機能としては

佐土原ＢＰと宮崎北ＢＰを連携、宮崎市中心部北側の渋滞を

緩和を目的とし、将来的には東九州自動車道の受け皿として

期待されている。

、 、また 対象地域においては都市景観条例が制定されており

市民の景観に対する意識が高いため、事業実施を通じてまち

づくりの一環として良好な景観の形成を行う必要がある。

H16年度末までの H17. 3 景観アドバイザーの委嘱検討中

景観評価試行状況

位置図・状況写真等

住吉道路

　概略ルート検討図



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 九州地方整備局

試 行 事 業 名 熊本合同庁舎整備事業

事 業 区 分 官庁営繕事業

実 施 箇 所 熊本県熊本市

事 業 の 段 階 計画段階

事業概要 ・内容 合同庁舎の新営

・規模 敷地面積 約 25,000㎡

延べ面積 庁舎 約 28,000㎡（ S(一部 SRC)-12-2）

熊本合同庁舎整備事業は、現在の熊本第一地方合同庁舎、

及び熊本市内に点在している官庁施設の老朽、狭あい及び分

散解消を目的とする整備である。整備に際しては、九州新幹

線建設と一体的な副都心づくりを目指し、地域づくり・まち

づくりに貢献する駅周辺整備との連携による官庁施設の整備

を行うものとする。

、 、また 対象地域においては都市景観条例が制定されており

市民の景観に対する意識が高いため、事業実施を通じてまち

づくりの一環として良好な景観の形成を行う必要がある。

H16年度末までの H16.11～ 景観アドバイザーからの意見聴取

景観評価試行状況 H17. 2 住民等からの意見聴取

H17. 3 景観整備方針策定中

位置図・状況写真等

熊本合同庁舎

合同庁舎予定地

ＪＲ熊本駅

至　鹿児島

至　福岡

ＪＲ鹿児島本線



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 沖縄総合事務局

試 行 事 業 名 沖縄東部河川総合開発事業（億首ダム建設事業）

事 業 区 分 ダム事業

実 施 箇 所 沖縄県国頭郡金武町

事 業 の 段 階 設計段階

沖縄県東部河川総合開発事業の一環として、現在金武町にあ事業概要

る水道用水専用の金武ダムを再開発し、洪水調節・既得用水

や河川維持用水の安定化等・水道用水及び灌漑用水の供給を

目的とした多目的ダムである。ダム堤体は、金武町中心街に

近 接 し 、 国 道 329号 線 及 び 沖 縄 自 動 車 道 か ら も よ く 見 え る 位

置に立地予定である。そのため、町民だけでなく多くの人目

に触れる機会が多いため景観への配慮が重要である。

H16年度末までの H17. 1 景観形成にあたり配慮すべき事項の取り纏め

景観評価試行状況 H17. 2 周辺住民意見聴取（アンケート調査）

H17. 3 景観アドバイザー意見聴取 (ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ会議 )

位置図・状況写真等

沖縄自動車道

億首ダム建設予定地

至　那覇

国道329号　金武大橋

現況写真

億首ダム

位置図



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 沖縄総合事務局

試 行 事 業 名 名護東道路

事 業 区 分 道路事業

実 施 箇 所 沖縄県名護市

事 業 の 段 階 構想段階

事業概要 名護東道路は 名護市大北から同市許田に至る延長 8.、

4kmの道路であり、高規格幹線道路である沖縄自動車

道と 総合保養地域整備法に基づく重点整備地区 ５、 （

地 区 ） 及 び 、 地 方 拠 点 都 市 地 域 に も 指 定 さ れ た 北 部

広 域 市 町 村 圏 （ １ ２ 市 町 村 ） の 中 心 都 市 で あ る 名 護

市 を 結 び 、 那 覇 空 港 や 那 覇 港 な ど の 広 域 交 流 拠 点 と

地 域 開 発 拠 点 と を 積 極 的 に ネ ッ ト ワ ー ク 化 す る 事 に

より、北部地域の活性化を大きく支援します。

調査区間である 沖縄県名護市～同市許田の延長約 1,、

600mについて、景観アセスを実施していきます。

H17.1 景観形成に関する配慮すべき事項の抽出H16年度末までの

景観評価試行状況

位置図・状況写真等



景観評価試行事業の概要

地方支部分局等 沖縄総合事務局

試 行 事 業 名 平良港防波堤（下崎西）防波堤提頭部

【平良港下崎西防波堤整備事業】

事 業 区 分 港湾整備事業

実 施 箇 所 沖縄県平良市

事 業 の 段 階 設計段階

平良港下崎西防波堤整備事業は、台風等悪天候時の避難水域事業概要

を確保するとともに、下崎・漲水地区の静穏度を確保するた

めに、全延長 2,400mの防波堤を整備するものである。本試行

事業の対象は、当該防波堤の中で、平良港に出入りするダイ

ビング等レジャー船や伊良部島への離島航路の観光客から最

も視認されるであろう提頭部であり、景観への配慮が必要と

考えられたものである。

H16年度末までの H16. 12 景観整備方針の素案作成

景観評価試行状況 H17. 2～ 3 ヒアリング調査

H17. 3 景観アドバイザー会議

位置図・状況写真等

平良港


